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［はじめに］

花粉症、インフルエンザ、ノロウイルス胃腸

炎等々が昨今医学界で話題になっている。獣医

畜産界においても牛海綿状脳症（BSE）、高病

原性鳥インフルエンザ、狂犬病などの問題があ

りこちらも新聞紙上をにぎわしている。もっと

もこれらの問題の多くは、畜産食品の安全性と

人の健康に関することであるから医学、獣医学

の境界領土或の社会問題として捉えられている。

大動物臨床、特に牛の現場では、乳房炎や肺炎、

子牛の下痢症などの日和見感染症が日常的な問

題であり、農家経営を圧迫すると同時に、技術

指導する立場の臨床獣医師の神経も少なからず

そこに費やされている。しかしながらこれらの

感染症の発症機序の解明が進んでおらず、その

ため根本的な解決の糸口は未だ見えていない。

問題が先送りにされている感がある。

これらの感染症疾患を語る際、「免疫」とい

うキーワードが少なからず含まれていること

を見逃すことは出来ない。事実現場では、細

菌やウイルスなど生体の免疫学的な反応を誘

起し得る異物抗原（微生物）が眼では見えない

にしろ飼育環境中に間違いなく存在しているこ

とから、宿主となる家畜はそれらに対する免疫

学的な生体防御反応を常に働かせているはずで

ある。ゆえに健康とは、免疫防御システムが正

常に機能していて恒常的に微生物を排除してい

る、あるいは無毒化することに成功している状

態であり、逆に感染症は免疫防御システムに欠

陥が生じたかあるいは機能が低下した状態と捉

えることも出来る。家畜によっては元々遺伝的

に免疫システムが弱い種や系統というのもある

だろうが、日和見感染症もそのように考えると、

免疫抵抗力の低下が原因だという説明を素直に

受け入れられるし、また農家を指導する際にも

免疫力を向上させる必要があるとの指摘は説得

力があり、免疫の重要性を否定する者はいない

であろう。しかしそこで同時に考えなければな

らないのが、何をもって免疫抵抗性を論ずるの

かである。何を根拠にして免疫抵抗力の低下、

向上を判断するのであろうか。免疫学者のなか

にはNK（ナチュラルキラー）細胞の細胞障害

活性をもって免疫抵抗力を表す人もあるが、こ

れは主にと卜の癌に対する実験的傍証の一つで

あり、大動物ましてや感染症に関してはこの値

は現段階ではあまり説得力はないと思われる。

「この値が高いと乳房炎にならない」などとい

う免疫学的なボーダーライン（基準）を示せる

人は今のところいないのではないだろうか。ま

た畜産の現場は実験動物の飼育環境と違い、免

疫への影響が懸念される様々な要因がケース

バイケースにあることも考慮しなければならな

い。しかし「免疫」の重要性を否定しない限り

その根拠となる要因は、複雑な中に必ず存在し

ていることは間違いない。

であるからして省みず言わせて頂ければ、臨

床の現場では個々の獣医師がそれぞれの立場を

もって免疫抵抗力に影響を与える要因を考え、

それを傍証するデータを持ち、その上で要因の

重要性を示していくことが今後の大動物臨床の
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